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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注入装置において、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、前記注射
器は、前記放出ノズルが前記ハウジング内部に収容される後退位置と、前記放出ノズルが
出口孔を通って前記ハウジングから延出する延出位置との間で前記ハウジングの長さ方向
軸に沿って動くことができる、ハウジングと、
　前記出口孔の上に取り外し可能に位置するキャップと、
　前記注射器が前進させられる際に前記注射器を支持するように構成された注射器キャリ
ヤーと、
　ロック機構であって、係合位置では、前記ハウジングから前記キャップが取り外される
のを防ぐように、係合解除位置では、前記注射器キャリヤーが前記出口孔に向かって前記
ハウジングに対して動くのを防ぐが前記ハウジングから前記キャップが取り外されるのを
可能にするように、構成された、ロック機構と、
　を含む、注入装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の注入装置において、
　前記ロック機構は、前記係合位置と前記係合解除位置との間で動く少なくとも１つのロ
ック構成要素を含む、注入装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の注入装置において、
　前記注入装置は、２つのロック構成要素を含み、
　前記ロック構成要素は、前記ハウジングの両側に配されている、注入装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、前記ハウジングの外表面を通って突出するボタンを含み、各ロッ
ク構成要素は、前記各ロック構成要素のそれぞれのボタンに圧力を加えることで係合解除
される、注入装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の注入装置において、
　前記圧力は、前記長さ方向軸に沿わない方向に加えられる、注入装置。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、弾性アームであって、前記各ロック構成要素のそれぞれのボタン
に圧力が加えられていないときに、前記ハウジングに隣接し、前記ロック機構を前記係合
位置に保持する、弾性アームを含む、注入装置。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか１項に記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、前記ロック構成要素が前記係合位置にあるときに前記キャップ上
の隆起部と係合する突出部を有するロックアームを含む、注入装置。
【請求項８】
　請求項２～７のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記注入装置のハウジングは、各ロック構成要素に対応する少なくとも１つの弾性アー
ムを含み、
　各弾性アームは、前記注射器キャリヤーと係合可能であり、
　前記弾性アームは、前記係合解除位置にある対応する前記ロック構成要素により作用さ
れて、前記注射器キャリヤーと係合し、それにより、前記注射器キャリヤーが前記ハウジ
ングに対して動くのを防ぎ、
　各ロック構成要素は、前記係合位置にあるときに、対応する前記弾性アームに作用しな
い、注入装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の注入装置において、
　各弾性アームは、突出部を含み、前記注射器キャリヤーは、各突出部に対応する孔を含
み、
　各突出部は、対応する前記ロック構成要素が前記注射器キャリヤーを前記ハウジングに
対してロックするように前記係合解除位置にあるときに、前記注射器キャリヤーにおける
対応する前記孔と係合する、注入装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の注入装置において、
　各突出部は、第１の隣接表面であって、対応する前記ロック構成要素が前記係合解除位
置にあり、前記注射器キャリヤーを前記長さ方向軸に沿って前記出口孔に向けて動かすよ
うに前記注射器キャリヤーに力が加えられたときに、前記注射器キャリヤーにおける前記
孔の縁部上の対応する第２の隣接表面と係合可能である、第１の隣接表面を含む、注入装
置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記ロック機構は、前記出口孔に隣接して位置する、注入装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記キャップは、本体と、前記本体内部に位置し、前記本体に対して固定された、スリ
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ーブと、を含む、注入装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記放出ノズルの上に取り外し可能に位置する針シールド、
　をさらに含む、注入装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の注入装置において、
　前記針シールドは、前記ハウジングから前記キャップを取り外す間に前記針シールドが
前記放出ノズルから取り外されるように、前記キャップに接続される、注入装置。
【請求項１５】
　請求項１２に従属する請求項１３または１４に記載の注入装置において、
　前記キャップは、前記針シールドをつかむように構成されたシールド保持器を含み、
　前記シールド保持器は、前記スリーブ内部に位置する、注入装置。
【請求項１６】
　ハウジングおよび前記ハウジングの中に位置する注射器を有する注入装置からキャップ
を取り外す方法であって、前記注射器は、放出ノズルが前記ハウジング内部に収容される
後退位置と、前記放出ノズルが出口孔を通って前記ハウジングから延出する延出位置との
間で前記ハウジングの長さ方向軸に沿って動くことができ、前記キャップは、前記出口孔
の上に位置しており、前記注射器の針シールドに接続されている、方法において、
　ロック構成要素がもはや前記キャップに係合せず、前記キャップが前記ハウジングから
取り外されるのを可能にするように、前記ロック構成要素を係合解除位置に動かすために
前記ロック構成要素上に配列されたボタンの表面に圧力を加えることであって、前記ロッ
ク構成要素は、その係合位置では前記キャップに係合して前記キャップの取り外しを防ぐ
、圧力を加えることと、
　前記針シールドが前記長さ方向軸に沿って動いて前記出口孔から出るように前記キャッ
プを前記長さ方向軸に沿って動かし前記出口孔から離すことであって、それにより、前記
係合解除位置にある前記ロック構成要素が、前記長さ方向軸に沿った前記注射器の動きを
妨げる間に、前記針シールドが前記放出ノズルから解放される、動かすことと、
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は、注射器を有しており、その注射器を延ばし、注射器の中身を放出し、その後
、注射器を自動的に後退させるタイプの注入装置に関する。
【０００２】
〔発明の背景〕
　ＷＯ９５／３５１２６およびＥＰ－Ａ－０　５１６　４７３に注入装置が示されている
。これらの装置は、駆動バネと、何らかの形態の解放機構であって、注射器の中身が放出
されたと考えられたら駆動バネの影響から注射器を解放して、戻しバネにより注射器を後
退させる、解放機構と、を用いている。
【０００３】
　概して、戻しバネは比較的弱く、これは、駆動バネが注入サイクル中に注入装置の様々
な構成要素および注射器に作用している間でも、戻しバネの復元力が、駆動バネに負かさ
れなければならないためである。これにより、注入装置が密封された皮下注射器と共に使
用される際に問題を生じる場合がある。密封された皮下注射器は、典型的には、密閉され
たカバー、すなわち皮下注射針を覆い、注射器の中身の無菌状態を保つ、針シールドもし
くは「保護用カバー（boot）」、を有している。当然、投与の時点まで注射器の中身の無
菌状態を保つことは必要であり、このことは、使い捨てできるように設計された装置につ
いては（多くのものがそうであるが）、保護用カバーが注入装置の内側の注射器と共に取
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り外されなければならないことを意味している。
【０００４】
　典型的には、注射器から保護用カバーを取り外すのに必要な動作は、単に注射器から保
護用カバーを引き離すことであり、これには、２ＯＮを超える力が必要である。この力は
戻しバネの復元力よりも著しく大きいので、注射器は、保護用カバーが取り外されるにつ
れて注入装置から引き出され、保護用カバーが離れると、注射器は所定の位置に跳ね返る
。これは、注射器を扱う最良の方法ではない。衝撃により注射器が損傷される場合があり
、針が損傷を受ける可能性があり、注射器に対して作用するように設計された注入装置の
構成要素と注射器を再び係合させる問題が起こりうる。戻しバネがない場合、例えば、注
射器が注入装置の構成要素との摩擦により所定の位置に保持されている場合、であっても
、注射器に対して作用するように設計された注入装置の構成要素上に注射器を再び配置す
る問題が、依然として生じるであろう。
【０００５】
　さらに、概して注入装置から離れる方向に動くことができる注射器を有することに関す
る問題がある。例えば装置を硬質表面に落とすことによって、駆動バネの解放機構（例え
ばトリガー）の機械的故障による、駆動バネの偶発的な作動が生じうる。この偶発的な作
動により、注射器が非意図的に装置から延びて、注射器の中身が排出されうる。これによ
り、注射器の針が露出され、偶発性の皮膚穿刺（ski puncturing）および／または感染の
リスクが高まる可能性がある。
【０００６】
〔発明の概要〕
　本発明の注入装置は、前述の問題に対処するように設計されている。
【０００７】
　本発明の第１の態様では、注入装置が提供され、注入装置は、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、注射器は
、放出ノズルがハウジング内部に収容される後退位置と、放出ノズルが出口孔を通ってハ
ウジングから延出する延出位置との間で、ハウジングの長さ方向軸に沿って動くことがで
きる、ハウジングと、
　出口孔の上に取り外し可能に位置するキャップと、
　注射器が前進された際に注射器を支持するように構成された注射器キャリヤーと、
　ロック機構であって、係合位置では、キャップがハウジングから取り外されるのを防ぐ
ように、係合解除位置では、注射器キャリヤーが出口孔に向かってハウジングに対して動
くのを防ぐがハウジングからキャップが取り外されるのを許容するように、構成された、
ロック機構と、
　を含む。
【０００８】
　ゆえに、注射器キャリヤーおよび注射器は、キャップが取り外される際に注射器が前方
に引っ張られるのを防ぐと共にキャップが取り外されるのを可能にするロック機構が係合
解除されると、所定の位置にロックされる。装置は、ロック機構を係合解除し、キャップ
を取り外し、いったんキャップが取り外されたらロック機構に再び係合することによって
、作動されうる。このことによって、キャップが取り外されているときに注射器キャリヤ
ーおよび注射器が動けないことを確実にすることで、注射器およびその中身への損傷が防
止される。
【０００９】
　好ましくは、ロック機構は、係合位置と係合解除位置との間で動く少なくとも１つのロ
ック構成要素を含む。さらに好ましくは、注入装置は２つのロック構成要素を含んでよく
、これらのロック構成要素は、ハウジングの両側に配されている。
【００１０】
　各ロック構成要素は、ハウジングの外表面を通って突出するボタンを含んでよく、各ロ
ック構成要素は、それぞれのボタンに圧力を加えることで係合解除される。好ましくは、
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この圧力は、長さ方向軸に沿っていない方向に加えられる。
【００１１】
　本発明の一実施形態では、各ロック構成要素は弾性部材を含み、この弾性部材は、ハウ
ジングに隣接しており、それぞれのボタンに圧力が加えられていないときにはロック機構
をその係合位置に保持する。
【００１２】
　各ロック構成要素は、ロック構成要素がその係合位置にあるときにキャップ上の隆起部
と係合する突出部を有するロックアームを含むことができる。
【００１３】
　有利にも、注入装置のハウジングは、各ロック構成要素に対応する少なくとも１つの弾
性アームを含んでよく、各弾性アームは、注射器キャリヤーと係合可能であり、弾性アー
ムは、係合解除位置にある対応するロック構成要素により作用されて、注射器キャリヤー
と係合し、それによって、ハウジングに対して注射器キャリヤーが動くのを防ぎ、各ロッ
ク構成要素は、その係合位置にあるときには対応する弾性アームに対して作用しない。
【００１４】
　好ましくは、各弾性アームは、突出部を含み、注射器キャリヤーは、各突出部に対応す
る孔を含み、各突出部は、対応するロック構成要素が注射器キャリヤーをハウジングに対
してロックするように係合解除位置にあるときに、注射器キャリヤーにおける対応する孔
と係合する。
【００１５】
　各突出部は、第１の隣接表面を含んでよく、第１の隣接表面は、対応するロック構成要
素が係合解除位置にあり、注射器キャリヤーを長さ方向軸に沿って出口孔に向けて動かす
ように注射器キャリヤーに力が加えられたときに、注射器キャリヤーにおける孔の縁部上
の、対応する第２の隣接表面と係合可能である。
【００１６】
　好ましくは、ロック機構は出口孔に隣接して位置する。
【００１７】
　好ましくは、キャップは、本体と、本体内部に位置し、本体に対して固定されたスリー
ブと、を含む。
【００１８】
　好ましくは、針シールドが、放出ノズルの上に取り外し可能に位置している。
【００１９】
　有利にも、針シールドは、キャップに接続されてよく、針シールドは、ハウジングから
キャップを取り外す間に放出ノズルから取り外される。
【００２０】
　さらに、キャップは、針シールドをつかむように構成されたシールド保持器を含んでよ
く、シールド保持器は、スリーブ内に位置している。
【００２１】
　本発明の第２の態様では、ハウジング、およびハウジングの中に位置する注射器を有す
る注入装置からキャップを取り外す方法であって、注射器は、放出ノズルがハウジング内
部に収容される後退位置と、放出ノズルが出口孔を通ってハウジングから延出する延出位
置との間でハウジングの長さ方向軸に沿って動くことができ、キャップは、出口孔上に位
置しており、注射器の針シールドに接続されている、方法が提供され、この方法は、
　ロック構成要素がもはやキャップに係合せず、キャップがハウジングから取り外される
ように、ロック構成要素を係合解除位置に動かすためにロック構成要素上に配列されたボ
タンの表面に圧力を加えることであって、ロック構成要素は、その係合位置ではキャップ
に係合してキャップの取り外しを防ぐ、圧力を加えることと、
　針シールドが長さ方向軸に沿って動いて出口孔から出るように、キャップを長さ方向軸
に沿って動かし出口孔から離すことであって、それにより、係合解除位置にあるロック構
成要素が、長さ方向軸に沿った注射器の動きを妨げる間に、針シールドが放出ノズルから
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解放される、動かすことと、
　を含む。
【００２２】
　本発明は、添付図面を参照して、例としてこれから説明される。
【００２３】
〔図面の詳細な説明〕
　図１ａは、本発明による注入装置１１０の右側面図である。注入装置１１０は、ハウジ
ング１１２と、ハウジング１１２の近位端部１６７から取り外し可能であるキャップ１１
１と、トリガーボタン１０２と、を有する。装置の他の部品は、以下でより詳細に説明す
る。ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂが、ハウジング１１２の両側それぞれに配されて
おり、ハウジングを通って突出している。
【００２４】
　図１ｂは、キャップ（不図示）が端部から取り外されている、本発明による注入装置１
１０の斜視図である。ハウジング１１２の端部は、出口孔１２８を有し、この出口孔１２
８から、スリーブ１１９の端部が現れるのを見ることができる。
【００２５】
　図１ｃは、本発明による注入装置１１０のキャップ１１１の斜視図である。キャップ１
１１は中央ボス１２１を有し、中央ボス１２１は、キャップ１１１がハウジング１１２上
に据えられるとスリーブ１１９内部に嵌まり込む。
【００２６】
　図２ａは、本発明による注入装置１１０の構成要素の分解組立右側面図であり、図２ｂ
は、ハウジング１１２またはキャップ１１１が無い、本発明による注入装置１１０の組み
立てられた構成要素の右側面図である。
【００２７】
　示されるように、注入装置１１０は、注射器本体１１６を含む従来型の皮下注射器１１
４を含み、注射器本体１１６は、放出ノズル、具体的には皮下注射針１１８、において一
端部が終端し、フランジ１２０でもう一方の端部が終端している。注射器１１４の中身を
手動で放出するのに通常使用される従来のプランジャは、取り外されており、注射器１１
４の栓１２２と接触する駆動要素（以下、第２の駆動要素１３４と呼ぶ）と取り替えられ
ている。栓１２２は、薬物（不図示）を注射器本体１１６内部で投与させる。例示される
注射器は、皮下タイプのものであるが、これは必ずしも皮下タイプである必要はない。経
皮的または弾道的皮膚注射器および皮下注射器（Transcutaneous or ballistic dermal a
nd subcutaneous syringes）もまた、本発明の注入装置と共に使用されてよい。
【００２８】
　例示されるように、注入装置１１０は、戻しバネ１２６を含み、戻しバネ１２６は、針
１１８がハウジング１１２のケース先端（case nose）１１２ａにおける孔１２８から延
出する延出位置から、針１１８がハウジング１１２内部に収容される後退位置まで注射器
１１４を付勢する。戻しバネ１２６は、注射器キャリヤー１２７を通じて注射器１１４に
作用する。注射器１１４は、注入装置１１０の長さ方向軸１０５に沿って動くことができ
、長さ方向軸１０５は、注入装置の近位端部１６７における出口孔１２８から遠位端部１
６８まで注入装置１１０の長さに沿って中心に延びている。
【００２９】
　アクチュエータが、ハウジングの遠位端部１６８においてハウジング内部に収容されて
いる。アクチュエータは、ここでは、圧縮駆動バネ１３０の形をとっている。駆動バネ１
３０からの推進力（Drive）が多構成要素駆動装置（multi-component drive）１２９を通
じて注射器１１４に伝えられて、注射器１１４をその後退位置から延出位置まで前進させ
、針１１８を通して注射器１１４の中身を放出する。駆動装置１２９は、薬物および注射
器１１４に直接作用することにより、このタスクを達成する。薬物を通じて作用する静水
学的な力（Hydrostatic forces）と、それほどではないにせよ、栓１２２と注射器本体１
１６との間の静止摩擦と、により、戻しバネ１２６が注射器キャリヤー１２７上で底に達
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する（bottoms out）かまたはバネの動きを妨害する何らかの他の障害物（不図示）にぶ
つかるまで栓１２２および注射器１１６が共に前進することが、最初に確実とされる。
【００３０】
　図２ｃは、多構成要素駆動装置１２９の分解組立斜視図である。駆動バネ１３０と注射
器１１４との間の多構成要素駆動装置１２９は、３つの主要構成要素からなる。駆動スリ
ーブ１３１は、駆動バネ１３０から推進力を受け取り、その推進力を第１の駆動要素１３
２上の遅延ピストン１３３に伝達する。これにより、今度は、推進力が第２の駆動要素１
３４に伝達される。
【００３１】
　図２ｃから分かるように、第１の駆動要素１３２は、中空ステム１４０を含み、中空ス
テム１４０の内側キャビティが、通気孔１４４と連絡する収集チャンバ１４１を形成し、
通気孔１４４は、ステム１４０の端部を貫通して収集チャンバ１４１から延びている。第
２の駆動要素１３４は、ブラインドボア（blind bore）１４６を含み、ブラインドボア１
４６は、ステム１４０を受容するように一端部で開口して、もう一方の端部では閉じてい
る。理解されるであろうが、ボア１４６およびステム１４０は、流体貯蔵部を画定し、流
体貯蔵部内には、減衰流体（damping fluid）が収容されている。
【００３２】
　トリガーボタン１０２が、ハウジング１１２の側面に設けられており、トリガーボタン
１０２は、駆動スリーブ１３１の近位端部１４５との係合位置にある場合、トリガーボタ
ン１０２が非作動位置にあるときのロック表面１０２ｂと駆動スリーブ１３１との間の接
触により圧縮状態に駆動バネ１３０を保つように役立つ。トリガーボタン１０２は、ピボ
ット１０２ａによりハウジング１１２上で旋回することができる。下方圧力が作動表面１
０２ｃでトリガーボタン１０２に加えられると（すなわちハウジング１１２内へ向けられ
た圧力）、ロック表面１０２ｂは、長さ方向軸１０５から離れる方向へ上方に動く。トリ
ガーボタン１０２のこの作動位置では、ロック表面１０２ｂは、駆動スリーブ１３１から
分離され、それにより、駆動バネ１３０の影響下で出口孔１２８に向けてハウジング１１
２に対して駆動スリーブ１３１を動かす。
【００３３】
　スライドスリーブ１１９は、スライドスリーブ１１９が出口孔１２８から突出する（図
１ｂに示されるような）その延出位置から、ハウジング１１２のケース先端１１２ａ内の
後退位置へ動くことができる。スライドスリーブ１１９は、弾性アーム１５１を有するト
リガーボタンロック要素１５０に接続され、弾性アーム１５１は、スライドスリーブ１１
９の端部がケース先端１１２ａの端部から突出する延出位置へとスライドスリーブ１１９
を付勢する。ゆえに、例えばスライドスリーブ１１９の端部を組織に押し付けることで、
スライドスリーブ１１９の端部に圧力を加えることにより、スライドスリーブ１１９は、
その後退位置に動いてハウジング１１２に入り、圧力を解放すると、スライドスリーブ１
１９がハウジング１１２の側壁に抵抗して作用する弾性アーム１５１からの付勢下でその
延出位置へ動く。トリガーボタンロック要素１５０は、トリガーボタンロック突出部１５
２を有し、トリガーボタンロック突出部１５２は、スライドスリーブがその延出位置にあ
るときに、トリガーボタン１０２上のトリガーボタン突出部１０２ｄの端部と接触する。
トリガーボタン突出部１０２は、注入装置１１０の長さ方向軸１０５に概ね平行な方向に
延びる。トリガーボタンロック突出部１５２は、トリガーボタン突出部１０２ｄに向かっ
て、長さ方向軸１０５に対して概ね垂直な方向に延びる。トリガーボタン突出部１０２ｄ
は、孔１０２ｅを有し、孔１０２ｅは、トリガーボタンロック要素１５０が出口孔１２８
から離されると（すなわちスライドスリーブ１１９が出口孔１２８内へ動いて、その後退
位置に来ると）トリガーボタンロック突出部１５２の上部の上を動くことができる。この
位置では、トリガーボタン１０２は、圧力表面１０２ｃに加えられる圧力の方向に、ピボ
ット１０２ａの周りでトリガーボタン１０２を回転させることによって、その非作動位置
まで動くことができる。ゆえに、トリガーボタンロック要素１５０およびスライドスリー
ブ１１９は、トリガーボタン１０２をその作動位置にロックするように共に作用する（す
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なわち、ロック表面１０２ｂは、駆動スリーブ１３１の端部に接触して、駆動スリーブ１
３１が、圧縮された駆動バネ１３０の付勢下で出口孔１２８に向かって動くことを妨げる
）。
【００３４】
　スライドスリーブ１１９が、ハウジング１１２内に後退される位置（すなわちその非ロ
ック位置）に動かされて、トリガーボタン１０２がその非作動位置へと回転されると、装
置１１０の動作は以下のとおりとなる。
【００３５】
　最初に、駆動バネ１３０は、駆動スリーブ１３１を動かし、駆動スリーブ１３１は、第
１の駆動要素１３２を動かし、第１の駆動要素１３２は、第２の駆動要素１３４を動かす
。これらはいずれの場合も、可撓性ラッチアーム１３２ａ、１３４ａ、１３４ｂを通じた
作用によるものである。第２の駆動要素１３４は動いて、静止摩擦と、薬物（不図示）を
通じて作用する静水学的な力とにより、戻しバネ１２６の作用に対抗して注射器本体１１
６および注射器キャリヤー１２７を動かす。戻しバネ１２６は圧縮され、皮下注射針１１
８は、ハウジング１１２の出口孔１２８から現れる。これは、戻しバネ１２６が底に達す
るかまたは注射器本体１１６がその動きを妨げる何らかの他の障害物（不図示）にぶつか
るまで続く。第２の駆動要素１３４と注射器本体１１６との間の静止摩擦と、投与される
べき薬物（不図示）を通じて作用する静水学的な力とは、駆動バネ１３０により発生され
る十分な駆動力に抵抗するのには十分でないため、この時点で、第２の駆動要素１３４は
、注射器本体１１６内部で動き始め、薬物（不図示）は、放出され始める。しかしながら
、第２の駆動要素１３４と注射器本体１１６との間の動的摩擦と、投与されるべき薬物（
不図示）を通じて作用する静水学的な力とは、戻しバネ１２６をその圧縮状態に保つのに
十分であるので、皮下注射針１１８は延出したままである。
【００３６】
　第２の駆動要素１３４が注射器本体１１６内部での移動の終わりに達する前に、したが
って、注射器の中身が完全に放出される前に、第１の駆動要素１３２および第２の駆動要
素１３４を結合している可撓性ラッチアーム１３４ａ、１３４ｂは、注射器キャリヤー１
２７の端部に固定されたラッチアクチュエータ要素１３７ａ上に設けられた緊縮部（cons
triction）１３７に到達する。緊縮部１３７は、緊縮部１３７上の傾斜表面に助けられて
、可撓性ラッチアーム１３４ａ、１３４ｂを、図２ｃに示された位置から内側に、可撓性
ラッチアーム１３４ａ、１３４ｂがもはや第１の駆動要素１３２を第２の駆動要素１３４
に連結しない位置まで動かす。いったんこれが起こると、第１の駆動要素１３２は、第２
の駆動要素１３４に対してもはや作用せず、第１の駆動要素１３２が第２の駆動要素１３
４に対して動くことができる。
【００３７】
　減衰流体が第１の駆動要素１３２の端部と第２の駆動要素１３４のブラインドボア１４
６との間に画定される貯蔵部（不図示）内部に収容されているため、第１の駆動要素１３
２が駆動バネ１３０により作用される際に第１の駆動要素１３２が第２の駆動要素１３４
に対して動くにつれて、貯蔵部の容積は、減少する傾向にある。貯蔵部がつぶれると、減
衰流体は通気孔１４４を通って収集チャンバ１４１の中に押し込まれる。ゆえに、いった
ん可撓性ラッチアーム１３４ａ、１３４ｂが解放されると、駆動バネ１３０により及ぼさ
れる力は、減衰流体に対して作用して、通気孔１４４により形成された緊縮部を通して減
衰流体を流し、また、流体を通じて、そして第１の駆動要素１３２と第２の駆動要素１３
４との間の摩擦を通じて、したがって第２の駆動要素１３４により、静水学的に作用する
。減衰流体の流れに伴う損失は、注射器本体に作用する力を、大きくは減じない。したが
って、戻しバネ１２６は圧縮されたままであり、皮下注射針は延出したままである。
【００３８】
　しばらくすると、第２の駆動要素１３４は、注射器本体１１６内部での移動を完了し、
さらに遠くへ進むことはできない。この時点で、注射器１１４の中身は完全に放出され、
駆動バネ１３０により及ぼされる力は、第２の駆動要素１３４をその最終位置（terminal
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 position）に保持するように、また、減衰流体を通気孔１４４に流し続けるように作用
し、第１の駆動要素１３２を動かし続ける。
【００３９】
　流体の貯蔵部が空になる前に、駆動スリーブ１３１を第１の駆動要素１３２と結合する
可撓性ラッチアーム１３２ａは、ハウジング１１２内部の別の緊縮部（不図示）に到達す
る。この緊縮部は、緊縮部の傾斜表面の援助の下、可撓性ラッチアーム１３２ａを、図示
の位置から内側に、可撓性ラッチアーム１３２ａが駆動スリーブ１３１を第１の駆動要素
１３２にもはや連結しない位置まで動かす。いったんこれが生じると、駆動スリーブ１３
１は、もはや第１の駆動要素１３２に作用せず、それらを互いに対して動かす。当然、こ
の時点で、駆動バネ１３０により発生された力がもはや注射器１１４に伝達されないため
、注射器１１４は解放され、注射器に作用する唯一の力は、戻しバネ１２６からの戻し力
（return force）となるであろう。ゆえに、注射器１１４はここでその後退位置に戻り、
注入サイクルが完了する。
【００４０】
　当然、キャップ１１１がハウジング１１２の端部から取り外された場合にのみ、このこ
とが行われる。キャップ１１１は、ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂにより図２ａで例
示されるロック機構１６０の係合解除の後にのみ、取り外されることができる。ロック構
成要素は、（以下で図３とともにさらに説明するように）注入装置１１０の中へ内側に押
されなければならない。注射器の端部は、保護用カバー１２３で密閉されている。キャッ
プ１１１がハウジング１１２上に設置されるとスリーブ１１９内部に納まるキャップの中
央ボス１２１は、ボス１２１内に固定された保持器要素１２５を含む。保持器要素１２５
は、出口孔１２８から離れるように向けられた弾性突出部１２５ａを含む。これらの弾性
突出部１２５ａは、キャップ１１１が針シールドまたはゴム製保護用カバー１２３上でハ
ウジング１１２上に挿入されると、変形する。次に突出部１２５ａは、保護用カバー１２
３をきつくつかみ、突出部の端部は、ゴムから作られていてよい保護用カバー１２３にわ
ずかに埋まる。これは、キャップ１１１がハウジング１１２から引き抜かれた際に、保護
用カバー１２３がキャップ１１１と共に注射器１１４から引き離されることを意味する。
【００４１】
　図２ａは、孔１２８に対して最も近くに位置する端部の近位にある遠位端部においてト
リガーボタン１０２上に位置する注射器ロック突出部１７０も示している。注射器ロック
突出部１７０は、長さ方向軸１０５に向かって注入装置１１０の中へと（長さ方向軸１０
５に対して）概ね垂直な方向に延びる。
【００４２】
　図３は、ロック機構１６０を本発明の注入装置１１０とどのように統合するかを示して
いる。
【００４３】
　ロック機構１６０は、２つのロック構成要素１７０ａ、１７０ｂを含み、これらのロッ
ク構成要素は、ハウジング１１２の両側に配されている。各ロック構成要素１７０ａ、１
７０ｂは、ハウジング１１２の外側表面を通って突出する、ボタンの形をした作動表面１
７１を含む。
【００４４】
　各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂは、作動表面１７１に圧力を加えることで、（図
３に示されるような）係合位置から（不図示の）係合解除位置まで独立して動くことがで
きる。
【００４５】
　各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂはまた、弾性部材１７２を含み、弾性部材１７２
は、作動表面１７１に加えられる圧力が弾性的に抵抗を受ける（resiliently opposed）
ように、１端部でハウジング１１２の表面に接触する。圧力が解除されると、部材１７２
の弾性により、ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂがハウジング１１２から出てその係合
位置に戻る。
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【００４６】
　各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂは、それらの係合位置で、ロックアーム１７３に
よりキャップ１１１と接続し、ロックアーム１７３は、キャップ１１１上の隆起部１７４
と係合するフランジ１７５を有する。ロックアーム１７３は、ハウジング１１２から延出
し、ケース先端１１２ａとハウジング１１２との間に位置する。
【００４７】
　各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂは圧力表面１７６を有し、圧力表面１７６は、弾
性アーム１７７に隣接して位置し、弾性アーム１７７は、ハウジング１１２上に固定され
るか、またはハウジング１１２と一体に形成されている。弾性アーム１７７は、注射器キ
ャリヤー１２７の孔１７９と係合可能な突出部１７８を含む。注入装置１１０の遠位端部
１６８に向かって位置する突出部１７８の外表面は、第１の隣接表面１７８ａを有する。
注入装置１１０の遠位端部１６８に向かって位置する孔１７９の縁部は、第２の隣接表面
１７９ａを形成する。スライドスリーブ１１９にさらなる孔１８０があり、この孔１８０
により、突出部１７８が孔１８０を通って延びて注射器キャリヤー１２７の孔１７９と係
合することができる。これは、キャップ１１１の取り外し中にトリガーボタン１０２が（
前記のように）作動されることができないように、スライドスリーブ１１９がその延出位
置でロックされることを意味する。
【００４８】
　ロック構成要素の係合位置では、弾性アーム１７７は、突出部１７８および孔１７９が
互いと係合しないように弾性的に付勢される。これは、注射器キャリヤー１２７が注入装
置１１０の近位端部１６７に向けて動くことができることを意味する。しかしながら、キ
ャップ１１１は、フランジ１７５が隆起部１７４と係合しているため、依然としてハウジ
ング１１２上に位置して、ハウジング１１２から取り外されることができない。
【００４９】
　双方のロック構成要素１７０ａ、１７０ｂが、作動表面１７１に力を加えることでそれ
らの係合解除位置に動かされると、各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂのフランジ１７
５および隆起部１７４は、アーム１７３を長さ方向軸１０５に向けて内側に動かした結果
として、互いから係合解除され、それによって、キャップ１１１を取り外すことができる
。しかしながら、各ロック構成要素１７０ａ、１７０ｂはハウジング１１２に対して内側
に動かされているので、圧力表面１７６は長さ方向軸１０５に向けて内側に動いており、
突出部１７８を孔１７９の中に動かす。これは、注射器キャリヤー１１２が注入装置１１
０の近位端部１６７に向けて動かされると、第１の隣接表面１７８ａおよび第２の隣接表
面１７９ａが互いと接触することを意味する。第１の隣接表面１７８ａと第２の隣接表面
１７９ａとの間のこの接触により、例えばキャップ１１１が取り外されているときに、注
射器キャリヤー１２７が前方へ動くことが妨げられる。
【００５０】
　ゆえに、注射器１１４および注射器キャリヤー１２７は、キャップ１１１が取り外され
、ロック機構１６０がその係合位置に戻る（すなわち、作動表面１７１に圧力が加えられ
なくなる）まで、長さ方向に動くことができない。
【００５１】
　本発明は、単に例として前述されており、本発明の範囲内で詳細の改変が行われうるこ
とが、当然理解されるであろう。
【００５２】
〔実施の態様〕
（１）　注入装置において、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、前記注射
器は、前記放出ノズルが前記ハウジング内部に収容される後退位置と、前記放出ノズルが
出口孔を通って前記ハウジングから延出する延出位置との間で前記ハウジングの長さ方向
軸に沿って動くことができる、ハウジングと、
　前記出口孔の上に取り外し可能に位置するキャップと、
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　前記注射器が前進させられる際に前記注射器を支持するように構成された注射器キャリ
ヤーと、
　ロック機構であって、係合位置では、前記ハウジングから前記キャップが取り外される
のを防ぐように、係合解除位置では、前記注射器キャリヤーが前記出口孔に向かって前記
ハウジングに対して動くのを防ぐが前記ハウジングから前記キャップが取り外されるのを
可能にするように、構成された、ロック機構と、
　を含む、注入装置。
（２）　実施態様１に記載の注入装置において、
　前記ロック機構は、前記係合位置と前記係合解除位置との間で動く少なくとも１つのロ
ック構成要素を含む、注入装置。
（３）　実施態様２に記載の注入装置において、
　前記注入装置は、２つのロック構成要素を含み、
　前記ロック構成要素は、前記ハウジングの両側に配されている、注入装置。
（４）　実施態様２または３に記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、前記ハウジングの外表面を通って突出するボタンを含み、各ロッ
ク構成要素は、前記各ロック構成要素のそれぞれのボタンに圧力を加えることで係合解除
される、注入装置。
（５）　実施態様４に記載の注入装置において、
　前記圧力は、前記長さ方向軸に沿わない方向に加えられる、注入装置。
（６）　実施態様４または５に記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、弾性アームであって、前記各ロック構成要素のそれぞれのボタン
に圧力が加えられていないときに、前記ハウジングに隣接し、前記ロック機構を前記係合
位置に保持する、弾性アームを含む、注入装置。
（７）　実施態様２～６のいずれかに記載の注入装置において、
　各ロック構成要素は、前記ロック構成要素が前記係合位置にあるときに前記キャップ上
の隆起部と係合する突出部を有するロックアームを含む、注入装置。
（８）　実施態様２～７のいずれかに記載の注入装置において、
　前記注入装置のハウジングは、各ロック構成要素に対応する少なくとも１つの弾性アー
ムを含み、
　各弾性アームは、前記注射器キャリヤーと係合可能であり、
　前記弾性アームは、前記係合解除位置にある対応する前記ロック構成要素により作用さ
れて、前記注射器キャリヤーと係合し、それにより、前記注射器キャリヤーが前記ハウジ
ングに対して動くのを防ぎ、
　各ロック構成要素は、前記係合位置にあるときに、対応する前記弾性アームに作用しな
い、注入装置。
（９）　実施態様８に記載の注入装置において、
　各弾性アームは、突出部を含み、前記注射器キャリヤーは、各突出部に対応する孔を含
み、
　各突出部は、対応する前記ロック構成要素が前記注射器キャリヤーを前記ハウジングに
対してロックするように前記係合解除位置にあるときに、前記注射器キャリヤーにおける
対応する前記孔と係合する、注入装置。
（１０）　実施態様９に記載の注入装置において、
　各突出部は、第１の隣接表面であって、対応する前記ロック構成要素が前記係合解除位
置にあり、前記注射器キャリヤーを前記長さ方向軸に沿って前記出口孔に向けて動かすよ
うに前記注射器キャリヤーに力が加えられたときに、前記注射器キャリヤーにおける前記
孔の縁部上の対応する第２の隣接表面と係合可能である、第１の隣接表面を含む、注入装
置。

【００５３】
（１１）　実施態様１～１０のいずれかに記載の注入装置において、
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　前記ロック機構は、前記出口孔に隣接して位置する、注入装置。
（１２）　実施態様１～１１のいずれかに記載の注入装置において、
　前記キャップは、本体と、前記本体内部に位置し、前記本体に対して固定された、スリ
ーブと、を含む、注入装置。
（１３）　実施態様１～１２のいずれかに記載の注入装置において、
　前記放出ノズルの上に取り外し可能に位置する針シールド、
　をさらに含む、注入装置。
（１４）　実施態様１３に記載の注入装置において、
　前記針シールドは、前記ハウジングから前記キャップを取り外す間に前記針シールドが
前記放出ノズルから取り外されるように、前記キャップに接続される、注入装置。
（１５）　実施態様１２に従属する実施態様１３または１４に記載の注入装置において、
　前記キャップは、前記針シールドをつかむように構成されたシールド保持器を含み、
　前記シールド保持器は、前記スリーブ内部に位置する、注入装置。
（１６）　ハウジングおよび前記ハウジングの中に位置する注射器を有する注入装置から
キャップを取り外す方法であって、前記注射器は、放出ノズルが前記ハウジング内部に収
容される後退位置と、前記放出ノズルが出口孔を通って前記ハウジングから延出する延出
位置との間で前記ハウジングの長さ方向軸に沿って動くことができ、前記キャップは、前
記出口孔の上に位置しており、前記注射器の針シールドに接続されている、方法において
、
　ロック構成要素がもはや前記キャップに係合せず、前記キャップが前記ハウジングから
取り外されるのを可能にするように、前記ロック構成要素を係合解除位置に動かすために
前記ロック構成要素上に配列されたボタンの表面に圧力を加えることであって、前記ロッ
ク構成要素は、その係合位置では前記キャップに係合して前記キャップの取り外しを防ぐ
、圧力を加えることと、
　前記針シールドが前記長さ方向軸に沿って動いて前記出口孔から出るように前記キャッ
プを前記長さ方向軸に沿って動かし前記出口孔から離すことであって、それにより、前記
係合解除位置にある前記ロック構成要素が、前記長さ方向軸に沿った前記注射器の動きを
妨げる間に、前記針シールドが前記放出ノズルから解放される、動かすことと、
　を含む、方法。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１ａ】本発明による注入装置の右側面図である。
【図１ｂ】キャップが取り外されている、図１の注入装置の斜視図である。
【図１ｃ】図１の注入装置のキャップの斜視図である。
【図２ａ】図１の注入装置の分解組立右側面図である。
【図２ｂ】図１の注入装置の組み立てられた構成要素の右側面図である。
【図２ｃ】図１の注入装置に使用される多構成要素駆動装置の斜視図である。
【図３】図１の注入装置の断面図である。
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